
令和７年度前期水産土木技術者養成講習会 受講申込書 

申込日 西暦    年   月   日 
※該当箇所に○をつけて下さい。 

申込会場 ① 東京会場 講義受講 , (試験会場：東京) 

  ② Web 配信受講 , (試験会場：東京) 

  ③ Web 配信受講 , (試験会場：札幌) 
 

受講申込者 

(ふりがな)  性別 生年月日(西暦) 

氏  名  男 ・ 女 年  月  日 

自宅住所 

〒 TEL 自宅 

TEL 携帯 

E メール 

 

※Web 配信講義ご希望の方は E メールを必ずご記入

下さい。 

送付先：決定通知書（ 自宅 ・ 勤務先 ） 

送付先：テキスト （ 自宅 ・ 勤務先 ・ 会場受取(東京会場のみ) ） 
※いずれかを○で囲んで下さい。 

勤務先名称 

(ふりがな)  

在籍部署  
勤務先名称  

勤務先 

所在地 

〒 

 
部署電話番号  

勤務先が出先機関の方はこちらもご記入下さい。 

本庁所

在地 

 〒 

 

代表電話

番号 
 

水産工学技士(水産土木部門)試験の受験申込み ※次のいずれかの□にチェックを入れて下さい。 

□ 受験する （受験料：¥13,000-） □ 受験しない 

請求書・領収書について ※必要な方は□にチェックを入れて下さい。請求書等は、当日にお渡しいたします。 

〔受講料・テキスト代〕※受講料･テキスト代の合計金額となります。 

□請求書 日付：空欄希望, 月 日 宛名： 

□領収書 日付：(振込日での発行)  宛名： 

□見積書 日付：空欄希望, 月 日 宛名： 

□納品書 日付：空欄希望, 月 日 宛名： 

〔受験料〕 

□請求書 日付：空欄希望, 月 日 宛名： 

□領収書 日付：(振込日での発行)  宛名： 

□見積書 日付：空欄希望, 月 日 宛名： 

※特記事項※ 
※研修会の参加費等の支払いに当たり、各地方自治体において、必要となる書類《請求書／見積書／納品書／領収書》、各書類の書式、日付、宛名等につい

て、あらかじめ会計部署等へご確認のうえで、ご記入して下さい。また、請求書等の文書については公印省略とし、発信者名の下に「公印省略」と記載い

たします。なお、請求書等の再発行には時間を要する場合がありますのであらかじめご承知おき下さい。 

最終学歴 

1.大学院、大学 

2.短大、専門学校 

3.高専 4.高校 5.その他 

学校名 学部・学科名 卒業年月(西暦) 

年 月卒 

水産土木業務に従事した期間及び代表的な水産土木業務 

勤務先名称 部署 勤務期間 

西暦      年      月 

～      年      月 

勤務期間内の実経験年数 

年 月 

代表的な水産土木業務名 

 
従事した年度(西暦)  

勤務先名称 部署 勤務期間 

西暦      年      月 

～      年      月 

勤務期間内の実経験年数 

年 月 

代表的な水産土木業務名 

 
従事した年度(西暦)  

 

写真サイズ 

縦 3cm×横 2.5cm 

・カラー 

（コピー不可） 

・6ヶ月以内に撮影 

・上半身正面無帽 

・受験者のみ貼付 

1 

2 

＊合格した際は 
 資格者証の 
 写真となります 
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